
4007604(00/09)



●かたいごみ
　大きな骨（豚骨・牛骨）・貝殻・
　カニなどの殻・桃や柿など種・
　餅など

スプーンやフォーク、卵の殻等、
人間の食べられない物は入れな
いようにしましょう。

※その他、人が食べられないものも絶対に入れないでください。

●高温に熱した油・熱湯

次のようなものは、投入口に 絶対に入れないでください。故障や排水管詰まり、
水漏れの原因になります。また、処理槽で正常な処理ができなくなります。



正しくお使いいただくために







●投入口に次のものは絶対に入れないでください。 また、スプーンやフォークが誤って投入されていないか
　ご確認ください。 故障や排水管詰まり、水漏れにつながる原因となります。

正しくお使いいただくために

高温に熱した油・熱湯

●大量の炊いたお米は
　入れないでください。

かたいごみ
大きな骨（豚骨・牛骨）・貝殻・
カニなどの殻・桃や柿など種・
餅など

●使用しないときはフタをはずすことをお勧めします。
　フタをした状態だと、シンク上に水が溜まる場合が
　ございます。

●停電時や異常時（フタを
　はずしても警告ブザーが
　鳴り続けている時）は使用
　しないでください。





●金属・プラスチック・陶器類や貝殻・カニなどの殻等、
　処理できないもの（5ページ参照）は投入しないで
　ください。
●スプーンやフォークが誤って投入されていないか
　ご確認ください。 故障、水漏れにつながる原因と
　なります。
●生ごみは無理に押し込まないでください。
●大量のとうもろこし、タケノコ、クリなどの皮等、
　強い繊維質のものを、入れないでください。
●サラダ油・てんぷら油・凝固剤などで固めた油・
　台所用洗剤は、投入しないでください。

●一回の投入量の目安はバスケット装着レバーが
　かくれる程度の量です。破砕しにくいものは、
　1回の投入量を少なめにしてください。

●シンクに熱湯を流さないでください。
●シンクに高温の油を絶対に流さないでください。
排水管やバスケット、本体の変形や劣化が発生し、水漏れの
原因になることがあります。熱湯は水を足すか、水を出しな
がら流すようにしてください。



フタスイッチをゆっくり
まわして『ON』にする

※ブザー音がキッチンの仕様や周辺の状況によって聞こえにくい場合があります。

（誤ってスプーンなどの金属類が入っている場合、故障や配管の詰まり・水漏れの原因になります。）



・ フタは使用しないときは、はずすことを
お勧めします。つけたままですと、シンク
上に水が溜まることがあります。

・ 汚れのひどい場合は、台所用洗剤等を使って
洗ってください。



1週間に1回程度フタをはずした状態で、
鍋や洗い桶などに溜めた多めの水を
流してください。（約6リットル/回）





まだ濡れる場合は、使用を中止し電源スイッチを
「OFF」にして、電源コードを抜いてください。

スプーンなどの金属類を誤って
入れてしまっているのでは？
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